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し
か
し
、
今
後
も
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
は
、
町
立
病
院
の
存
在
意
義
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
技
術
・
医
療
制
度
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
町
民
に
不
安
の
な
い
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
病
院
づ
く
り

を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
、
町
全
体
で

共
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
全
道
的
な
地
域
医
療
へ
の
不
安

　

い
ま
北
海
道
各
地
の
医
療
機
関
で
は
、
医

師
や
看
護
職
員
不
足
等
に
よ
り
病
院
の
診
療

継
続
が
困
難
と
な
り
休
診
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
態
を
迎
え
た
り
、
あ
る
い
は
大
幅
に
経
営

の
悪
化
を
招
き
、
経
営
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
な
ど
、
将
来
に
向
け
て
の
不
安
を
抱

か
せ
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
報
道
が
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
も
大
き
な
衝
撃
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
３
か
月
に
わ
た

り
、
特
集
①
〜
③
で
上
富
良
野
町
立
病
院
の

現
状
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
立
病
院
が
こ
れ
ま
で
担
っ
て

き
た
地
域
医
療
や
現
在
の
診
療
体
制
等
に
つ

い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
集
①

町
立
病
院
の
現
状
と
課
題

地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
町
立
病
院

変
わ
る
診
療
報
酬
と
医
療
制
度

医
師
、
看
護
職
員
、
診
療
体
制
、
経
営
状
況
…

そ
し
て
町
立
病
院
の
将
来
は

　

北
海
道
全
体
の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は

ど
こ
の
地
域
で
も
同
じ
で
あ
り
、
上
富
良
野

町
の
町
立
病
院
に
お
い
て
も
、
決
し
て
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
こ
の
地
域
で
も
、
医
療
機
関
は
人
々
が

生
活
し
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

公
共
的
機
関
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な

社
会
問
題
化
し
て
い
る
状
況
で
は
、
毎
日
の

生
活
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

②
町
立
病
院
の
担
っ
て
き
た
地
域
医
療

　

町
立
病
院
は
、
昭
和　

年
９
月
に
診
療
科

３３

目
を
３
科
目
（
内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
）

と
し
て
病
床
数　

床
で
開
設
し
ま
し
た
が
、

５４

昭
和　

年
、
現
在
地
に
一
般
病
床　

床
の
病

５５

８０

院
と
し
て
移
築
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
に
は
介
護
保
険
制
度

１２

の
施
行
に
伴
い
、
一
般
病
床
の
う
ち　

床
を

３６

療
養
病
床
に
転
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
は
産
婦
人
科
の
診
療

１３

を
廃
止
し
ま
し
た
が
、
平
成　

年
か
ら
は
泌

１７

尿
器
科
の
診
療
を
隔
週
で
開
始
し
て
い
ま

す
。

④
現
在
の
町
立
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

医
師　

3
名
（
常
勤
医
）

薬
剤
師　

１
名

看
護
職
員　
　

名
（
※
う
ち
臨
時
６
名
）

３５

　

外
来　

名
１１

　

一
般
病
棟　

名
１７

　

療
養
病
棟
7
名

看
護
助
手　
　

名
（
※
全
員
臨
時
）

２４

医
療
技
師　

７
名
（
※
う
ち
臨
時
１
名
）

事
務
所
（
ボ
イ
ラ
ー
管
理
、
施
設
営
繕
含
）

　

9
名
（
※
う
ち
臨
時
5
名
）

給
食　

1
名
（
管
理
栄
養
士
）

委
託
職
員
（
医
療
請
求
、
夜
間
警
備
、
給
食

調
理
員
、
栄
養
士
）　　

名
１５

総
勢　

名
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

９５

（
※
平
成　

年
７
月
１
日
現
在
）

１９

　

平
成　

年
度
の
１
日
平
均
の
外
来
患
者
数

１８

は　

人
、
入
院
患
者
数
は　

人
（
一
般
病
床

１５２

５３

　

人
・
療
養
病
床　

人
）
で
、
上
富
良
野
町

２６

２７

の
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

③
町
立
病
院
の
将
来
は

　

現
在
の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
近
年

の
医
師
と
看
護
職
員
の
慢
性
的
な
不
足
や
国

の
診
療
報
酬
改
正
等
の
影
響
を
受
け
て
収
益

が
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
繰
越
欠
損
金
が
増

加
す
る
等
、
経
営
的
に
も
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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質
問
そ
の�

　

地
方
に
は
医
師
が
な
か
な
か
来
な
い
と
か

医
師
（
勤
務
医
）
の
長
時
間
労
働
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
？

　

時
間
外
診
療
の
夜
間
や
休
日
、
救
急
医
療

に
よ
り
医
師
の　

時
間
、　

時
間
と
い
っ
た

２４

３２

長
時
間
労
働
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

医
師
の
数
を
増
や
し
交
代
制
勤
務
を
少
な
く

し
な
け
れ
ば
問
題
の
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

　

医
師
の
数
が
少
な
い
た
め
、
医
師
の
当
直

明
け
の
制
度
が
確
立
さ
れ
て
な
く
、
町
立
病

院
の
常
勤
医
師
も
旭
川
医
大
か
ら
の
派
遣
医

も
、
当
直
明
け
の
朝
か
ら
続
け
て
診
療
に
あ

た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

ま
た
、
入
院
患
者
に
は
、
常
勤
医
師
（
内

科
は
２
名
で
当
番
）
が　

時
間
体
制
で
診
療

２４

に
当
た
っ
て
お
り
、
１
年
の
半
分
は
入
院
患

者
の
当
直
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
救
急
医
療
体
制
や
時
間
外
診

療
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
医
師
の
数
を
増

や
す
な
ど
過
重
労
働
を
解
消
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

夜
間
の
看
護
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

「
２
人
以
上
の
看
護
職
員
に
よ
る
夜
間
勤
務

体
制
と
し
、
か
つ
１
人
当
た
り
の
月
夜
勤
時

間　

時
間
以
内
（
月
４
・
５
回
）
で
あ
る
こ

７２
と
。」
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
１
人
当
た
り
の
１
日

の
入
院
基
本
料
が
、
看
護
職
員
が
「
ひ
と
り

夜
勤
・
８
千　

円
」
と
「
複
数
夜
勤　

対
１
・

７５０

１０

１
万
６
千　

円
」
と
な
り
、
町
立
病
院
の
入

９７０

院
患
者
数
で
は
１
か
月
約　

万
円
の
差
が
発

５００

生
し
ま
す
。

　

町
立
病
院
で
は
、
平
成　

年　

月
か
ら
看

１８

１０

護
職
員
の
複
数
夜
勤
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
３
年
間
に
４
名
の
看
護
職
員
が
定

年
退
職
を
迎
え
る
た
め
、
複
数
夜
勤
を
維
持

で
き
る
よ
う
計
画
的
に
夜
勤
可
能
な
看
護
職

員
を
採
用
す
る
予
定
で
す
。

質
問
そ
の�

　

町
立
病
院
は
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
救

急
医
療
も
担
っ
て
い
ま
す
が
、
救
急
医
療
体

制
は
維
持
で
き
ま
す
か
？

　

平
成　

年
の
時
間
外
診
療
者
数
は
１
千　

１８

９１９

名
で
、
ま
た
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
患
者
は

　

名
で
し
た
。

２９９
　

7
月
１
日
現
在
、
毎
週
金
曜
日
か
ら
水
曜

日
ま
で
旭
川
医
大
の
派
遣
医
と
、
ほ
か
は
常

質
問
そ
の�

　

看
護
職
員（
看
護
師
・
准
看
護
師
）も
不
足

し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
町
立
病
院
で
は

ど
う
で
す
か
？

　

医
師
と
看
護
職
員
が
い
な
い
と
病
院
は
当

然
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
師
数
や
看

護
職
員
数
に
よ
り
診
療
規
模
や
病
院
の
収
入

に
も
大
き
な
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
診
療
報
酬
の
改
正
に
よ
り

１８

質
問
そ
の�

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
『
医
師
不
足
』
と

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
町
立
病
院
の
医
師
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

医
師
の
数
は
、
医
療
法
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
お
り
、
病
院
（　

床
以
上
の
ベ
ッ
ド
を

２０

保
有
）
に
は
、
最
低
で
３
名
の
医
師
が
必
要

で
す
。
こ
れ
に
、
そ
の
病
院
の
入
院
患
者
数

と
外
来
患
者
数
に
よ
り
、
病
院
の
標
準
医
師

数
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

標
準
医
師
数
の　

％
を
下
回
る
と
診
療
報

６０

酬
の
減
額
と
な
り
、
病
院
経
営
は
大
変
厳
し

く
な
り
ま
す
。

　

町
立
病
院
の
必
要
な
医
師
数
は
計
算
上

５
・　

人
で
、
常
勤
医
師
と
旭
川
医
大
の
派

７３

遣
医
の
勤
務
時
間
を
合
算
し
計
算
す
る
と
、

現
在
の
医
師
数
は
４
・　

人
（　

・
７
％
）

９１

８５

の
充
足
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
診
療

体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
病
院
で
働
い
て
く
れ
る
こ
と

を
条
件
に
奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

准
看
護
師
で
月
３
万
円
、
看
護
師
月
５
万

円
で
、
卒
業
後
、
町
立
病
院
に
一
定
期
間
勤

務
す
る
と
、
返
済
が
免
除
に
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　

上
富
良
野
町
立
病
院

　
�
�
３
１
７
１　
�
�
４
５
７
８

�
次
号
の
お
知
ら
せ�

　

特
集
②
で
は
、
町
立
病
院
の
運
営
状
況
や

利
用
状
況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
病
院
に
関
す
る
質
問
に
お
答

え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、　

皆
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
立
病
院
で
は
、
常
勤
医
３
名
と
旭
川
医

大
か
ら
の
派
遣
医
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
診

療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

医師氏名区　　分

白 田 克 美院　　長
内科

藤 谷 佳 織内科医長

兼 古 　 稔副院長兼
外科医長外科

旭川医科大学
派遣医

第三内科
（金～水曜日）

富良野協会病院副院長

小山内 裕昭
出張医師

隔週の水曜日午後
泌尿
器科

勤
医
師
の
当
直
に
よ
り
、
時
間
外
診
療
や
救

急
医
療
の
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
常

勤
医
師
が
２
名
に
な
っ
た
り
、
旭
川
医
大
か

ら
の
派
遣
の
日
数
が
削
減
さ
れ
る
と
、
現
在

の
診
療
体
制
の
維
持
は
難
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
を
病
院
ま
で
の
タ
ク
シ
ー

代
わ
り
に
さ
れ
る
患
者
は
い
な
い
で
す
が
、

真
夜
中
に
、
急
病
で
な
い
症
状
で
時
間
外
診

療
に
来
ら
れ
る
方
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
医
師
の
過
重
労
働
の
実
態
を

ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
事
故
や
急
病
等
で

な
い
場
合
は
、
な
る
べ
く
開
院
時
間
内
の
診

療
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

診療体制のお知らせ
質
問
形
式
で
説
明
し
ま
す

質
問
形
式
で
説
明
し
ま
す
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３
年
間
の
成
果

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

１６

２０

度
ま
で
の
５
か
年
間
、�
行
財
政
改

革
実
施
計
画�
に
沿
っ
て
、
行
財
政

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
実
践
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要

度
、
優
先
度
、
緊
急
度
等
を
考
慮
し

な
が
ら
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
の

中
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成　

年
度
に
お
け
る

１８

行
財
政
改
革
の
実
践
に
よ
り
、
平
成

　

年
度
予
算
へ
反
映
し
た
効
果
な
ど

１９を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
左
頁
表
参
照
）

　　

平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

１６

１８

で
の
３
年
間
の
行
財
政
改
革
実
施
計

画
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
総
額

は
、
約　

億
５
千　

万
円
と
な
り
ま

１３

４００

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
る
負
担
の
見
直
し
分
が
約　

％
の

１７

進
め
て
い
ま
す�
行
財
政
改
革
実
施
計
画�

２
億
３
千　

万
円
、
行
政
の
内
部
改

２００

革
に
よ
る
効
果
が
約　

％
の　

億
２

８３

１１

千　

万
円
、
こ
の
う
ち　

％
を
占
め

２００

５６

る
６
億
２
千　

万
円
は
、
人
件
費
の

７００

削
減
効
果
で
す
。（
下
表
参
照
）

　　　

平
成　

年
度
の
改
革
成
果
と
し
て

１８

は
、
一
般
会
計
と
他
会
計
を
合
わ
せ

て
約
７
億
２
千　

万
円
の
効
果
と
な

９５

り
、
こ
の
う
ち
約
３
億
４
千　

万
円

８５９

が
人
件
費
分
の
削
減
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
行
政
体
制
の
確

１８

立
の
た
め
、
職
員
定
数
適
正
化
計
画

の
見
直
し（　

人�
　

人
）を
は
じ

２１４

２０８

め
、
新
た
な
組
織
体
制（　

課　

班

１０

２２

４
専
門
担
当
）へ
の
見
直
し
、
議
員

定
数
の
縮
小
や
行
政
委
員
会
の
慣
例

的
な
道
外
研
修
の
廃
止
、
附
属
機
関

で
あ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
審
議
会

の
廃
止
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

民
間
活
力
を
活
用
し
た
推
進
と
し

て
は
、
西
保
育
所
の
民
間
移
譲
を
決

定
し
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
制
度

（
町
が
指
定
し
た
民
間
事
業
者
に
よ

る
施
設
の
管
理
運
営
）の
活
用
で
は
、

新
た
に
見
晴
台
公
園
の
管
理
運
営
も

こ
の
制
度
で
行
い
、
効
率
的
な
運
営

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
管

理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

　

行
政
内
部
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
各
種
手
当
の
凍
結
や
廃
止
・
縮

減
、
勤
務
時
間
の
見
直
し（
週　

時
３８

間　

分�
週　

時
間
）、
臨
時
職
員

４５

４０

の
減
員
や
パ
ー
ト
化
な
ど
に
よ
る
人

件
費
抑
制
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

進
め
、
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
税
負
担
の
公
平
性
を
図
る

観
点
か
ら
、�
町
税
等
の
滞
納
者
に

対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置

等
に
関
す
る
条
例�
を
制
定
し
、
徴

収
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
納
率
向
上
の
た
め
、
町

税
等
及
び
上
下
水
道
料
金
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
納
税

者
に
と
っ
て
納
め
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
各
団
体
の
負
担

協
力
に
よ
る
改
革
と
し
て
は
、
事
業

の
見
直
し
や
各
種
使
用
料
・
手
数
料

の
見
直
し
、
補
助
金
・
負
担
金
の
整

理
合
理
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成　

年
度
の
改
革
成
果

１８

　　

平
成　

年
度
も
一
般
会
計
予
算
は

１９

対
前
年
比
７
％
減
の　

億
５
千
万
円

６２

と
緊
縮
型
予
算
の
た
め
、
町
の
財
政

は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
自
立
に
向
け
て
財
政
構
造
の
転

換
や
基
金
に
依
存
し
な
い
財
政
措
置

が
必
要
で
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
組
織
を
あ
げ

て
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
が
、

景
気
回
復
の
兆
し
を
実
感
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
改
革
の
推

進
に
向
け
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
改
革
を
推
進

平
成　

年
度
の
成
果

１８

住民負担等
２億３,２００万円

行政内部改革
１１億２,２００万円

うち人件費
（６億２,7００万円）

１億３００万円

３億４,８００万円

（２億６,７００万円）

４,７００万円
２億１,２００万円

（１億２,７００万円）

行財政改革の経過

平成10～12年度
【第2次　3年間】

平成13～15年度
【第3次　3年間】

平成16～18年度

２億５,９００万円

４億５,１００万円

１３億５,４００万円

�
組
織
機
構
等
の
見
直
し�

�
民
間
活
力
の
導
入�

�
人
件
費
の
抑
制�

�
町
民
の
ご
協
力�

約

７
億

２
千

９５９５
万

円

�
収
納
環
境
の
向
上�
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効果額主な取り組み効果総額改革の視点・重点項目

1,８９７

�議員定数の見直し（次期選挙から１８人→１４人）
�学校給食センター審議会廃止
�総合計画審議会委員数（Ｈ１９.４.１から３０人→１５人）
�道外研修の廃止（農業委員会・民生児童委員協議会）
�報酬、費用弁償等の見直し

16,362

�簡素で柔軟な行政体制の確立
　�時代に対応した組織機構の見直し
　　・行政委員会及び附属機関等の報酬等
　�適正な定員管理対策
　　・職員数適正化計画の見直し

14,４６５�退職職員の不補充
�職員適正化計画（Ｈ１９.４.１から２１４人→２０８人）

5,252�西保育所民間移譲ほか

５,565

�効率的な行政経営の確立
　�民間活力の活用
　　・アウトソーシング【外部委託】の推進
　　・指定管理者制度【町が指定した民間事業者により施設の管理運営を行う制度 】

313
�保養センター、オートキャンプ場・スキーリフトを含
　む日の出公園施設、パークゴルフ場(Ｈ１８.４.１～Ｈ２１.３.３１)
�見晴台公園(Ｈ１９.４.１～Ｈ２３.３.３１)

3,5２１

�滞納プロジェクト徴収戸別訪問、電話勧告、督促、誓
　約等の実施ほか
�滞納者への行政サービスの制限措置(Ｈ１９.４.１～)
�軽自動車税、固定資産税、町道民税、国保税、上下水
　道料金のコンビニ収納サービス導入(Ｈ１９.４.１～)
�広報誌、ごみ袋への有料広告掲載継続

４０,６２０

�財政基盤の確立（行政内部の取り組み）
　�歳入の見直し
　　・徴収対策の強化
　　・新たな歳入の検討

　�歳出の見直し
　　・人件費の抑制
　　・経常経費の削減
　　・他会計等負担の見直し
　　・補助金、負担金の整理合理化
　　・事務事業の見直し

11,285
�諸手当（期末手当・管理職手当・特殊勤務手当など）
　の凍結や廃止・縮減
�臨時職員任用縮減とパート化ほか

8,816�旅費の見直し（日当・宿泊料引下げ）
�施設管理委託経費の縮減見直しほか

12,909�介護保険会計・ハイツ会計の臨時職員任用縮減見直し
�簡易水道、下水道水質関係業務見直しほか

1,003�各種団体への補助見直し
�各種協議会等負担金廃止ほか

3,086
�道路台帳更新委託延伸
�各種講演講師謝礼の縮減見直し
�町道維持管理費見直しほか

3,８８６�ごみ処理手数料改定
�公共施設使用料見直しほか

9,548

�財政基盤の確立（町民・団体の負担分）
　�歳入の見直し
　　・受益者負担の適正化　
　�歳出の見直し
　　・他会計等負担の見直し
　　・補助金の整理合理化
　　・事務事業の見直し

5,255
�住民自治活動推進交付金への統合移行
�明るい選挙推進協議会交付金見直し
�スズメ蜂駆除費補助の廃止ほか

407�緊急通報システム管理費負担
�骨粗しょう症・結核検診二次検診廃止ほか

����うち人件費削減分３４,８５９万円（４８％）うち人件費削減分 ３４,８５９万円（４８％）72,095合　計

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 のののののののののののののののののののののの 取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取 りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり 組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組 みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ 成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果 （単位　万円）

西保育所を民間移譲西保育所を民間移譲

行財政改革に関するご意見やお問合せ
　行財政改革推進事務局　��６９８０

指定管理者制度による見晴台公園の管理指定管理者制度による見晴台公園の管理
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７
月　

日 
（
日
） 
は

２９

  
第　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

２１
▼
投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
へ
、
７
月　

日
頃
、
世
帯
分

１３

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
漏
れ
が
な
い
か
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
に
出
か
け
る
と
き
は
、
入
場
券
で
投

票
所
を
確
認
の
う
え
、
入
場
券
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▼
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

◇
告
示
日　

７
月　

日（
木
）

１２

◇
投
票
日　

７
月　

日（
日
）

２９

◇
投
票
で
き
る
人

　

昭
和　

年
７
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

６２

３０

で
、
上
富
良
野
町
に
３
か
月
以
上
住
所
を
有

す
る
方

▼
選
挙
公
報
等

　

選
挙
公
報
は
、
候
補
者
の
氏
名
や
届
出
政

党
等
の
名
称
と
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
７
月
中
旬
に
各
世
帯
へ
送
付
を
し
ま

す
。

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、
町
内
の
主
要　

か
３３

所
に
設
置
し
ま
す
。

▼
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

◇
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
等

を
記
入
し
て
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
投
票
所
の

受
付
で
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
、
受
付
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

詳
し
く
は
、
上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員

会�
�
６
４
０
０
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◇
期
間　

７
月　

日（
金
）〜　

日（
土
）

１３

２８

◇
時
間　

８
時　

分
〜　

時
ま
で

３０

２０

◇
場
所　

上
富
良
野
町
役
場

　
　
　
　

１
階
「
相
談
室
」

※
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

※
満　

歳
前
に
投
票
す
る
場
合
は
不
在
者
投

２０

　

票
に
な
り
ま
す
。

◇
不
在
者
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
や

期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
長
期
出
張
や
旅
行
、
病
気
療
養
な
ど
で
選

　

挙
期
間
中
に
、
町
内
で
当
日
の
投
票
や
期

　

日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先
の

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
、
不
在
者
投
票
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
病
院
な
ど
へ
入
院
、
入
所
し
て
い
る
人
は

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

▼
選
挙
日
当
日
の
投
票
時
間

◇
投
票
時
間　

７
時
〜　

時
２０

　

※
一
部
の
投
票
所
⑤
〜
⑩
は
７
時
〜　

時
１８

　

ま
で
に
な
り
ま
す
。

◇
投
票
所

①
上
富
良
野
小
学
校

　

…
大
町
１
〜
４
丁
目
、
南
町
１
〜
３
丁
目

　

宮
町
、
本
町
、
日
の
出
第
１

②
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　

…
緑
町
、
桜
町
、
東
町
、
新
町
、
旭
町
、

　

旭
野

③
上
富
良
野
町
公
民
館

　

…
大
町
５
丁
目
、
富
町
、
錦
町
、
中
町
、

　

西
町
、
光
町
、
島
津

④
上
富
良
野
西
小
学
校

　

…
栄
町
、
泉
町
、
扇
町
、
北
町
、
日
新
、

　

清
富
、
日
の
出
第
２

⑤
公
民
館
富
原
分
館

　

…
南
町
４
丁
目
、
丘
町
、
向
町
、
富
原

⑥
公
民
館
東
中
分
館
…
東
中

⑦
公
民
館
草
分
分
館
…
草
分

⑧
公
民
館
江
花
分
館
…
江
花

⑨
公
民
館
江
幌
分
館
…
江
幌
、
静
修

⑩
公
民
館
里
仁
分
館
…
里
仁

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/

senkan@
town.kam

ifurano.lg.jp

選挙事務

選挙管理委員会

平成１９年７月２９日

第２１回参議院議員通常選挙
　
　投票所入場券

区内特別
後納郵便

様
上富良野町○○○○

    ○  ○  ○  ○

第○○投票所

○○時から
○○時まで

　

施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投

　

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
や
要
介

　

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請

　

に
よ
り
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
手
続
き
に
、
若
干
の
日
数
が
か

　

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
済
ま
さ
れ
る

　

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
実
践
講
習
会
が

日
の
出
公
園
休
憩
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
壁
に
掛
け

た
り
、
吊
る
し
た
り
装
飾
効
果
が
高
く
、
庭

が
な
く
て
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
１
つ
で
明
る
く
華

や
か
に
で
き
ま
す
。
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
仙
波
恵
美
子
さ
ん
を
講

師
に
、
花
の
植
え
方
や
飾
り
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
参
加
者
は
好
き
な
花
を
選
び
な

が
ら
き
れ
い
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ぶ
ど
う
の
つ
る
な
ど
で
作
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ク
ラ
フ
ト
も
同
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
十
勝
岳
山
開
き
が
開
催
さ
れ
、
本

２９

格
的
な
夏
山
登
山
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
雄
大
な
自
然
が
魅
力

の
十
勝
岳
連
峰
。
今
年
１
年
間
、
事
故
が
な

い
よ
う
に
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
後
、
富
良

野
岳
コ
ー
ス
や
安
政
火
口
コ
ー
ス
な
ど
５

コ
ー
ス
の
記
念
登
山
に
約　

名
が
出
発
。
残

９０

雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
壮
大
な

景
色
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
毎
年

山
岳
遭
難
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、
十
勝
岳

山
岳
救
助
警
備
隊
か
ら『
服
装
等
の
装
備
、
準

備
と
届
出
は
き
ち
ん
と
』
と
の
お
願
い
も
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
富
良
野
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
が

運
営
す
る�
託
老
所
た
ん
ぽ
ぽ�
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
よ
る�
風
車
づ
く
り�
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設「
中
茶
屋
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
カ
ラ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
を
は
り
、
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
羽
を
作

る
と
、
１
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
そ
れ
ぞ

れ
個
性
的
な
風
車
の
完
成
で
す
。
参
加
者
の

最
高
年
齢
は　

歳
！　

器
用
な
手
つ
き
で
見

８８

事
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。
完
成
後
、
扇
風
機

に
当
て
て
み
る
と
、
回
っ
た
こ
と
で
変
化
す

る
色
彩
の
美
し
さ
に
皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

　

上
富
良
野
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会
、
自

主
防
犯
組
織
、
富
良
野
警
察
署
の
合
同
に
よ

る
地
域
安
全
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
安
全
推
進
協
議
会
、
５
住
民
会
の
自

主
防
犯
組
織（
旭
新
あ
ず
ま
会
、泉
町
住
民

会
、
栄
町
住
民
会
、
丘
町
わ
か
ば
会
、
東
明
住

民
会
）、
富
良
野
警
察
署
が
今
回
初
め
て
合
同

に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
。
パ
ト
カ
ー
等
で

町
内
を
巡
回
し
た
後
、
ス
ー
パ
ー
店
前
で
チ

ラ
シ
配
布
と
戸
別
訪
問（
旭
町
・
新
町
・
東
町

地
区
）に
よ
る
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
連
携
し
て
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
を
。

安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り

合
同
地
域
安
全
啓
発

６／８

無
遭
難
事
故
を
祈
願
し

十
勝
岳
山
開
き

６／１７

回
っ
た
と
き
が
も
っ
と
キ
レ
イ

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
風
車
づ
く
り

６／２０

６／１８

壁
に
吊
し
て
花
飾
り

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト



広報かみふらの 2007.７  �

 ccccccccccccccccccccoooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmcom通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信
２００７.7月

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
どっと

保健福祉総合センターかみん
（大町２丁目８番４号）
保健福祉課　��６９８７　��５７８８
地域包括支援センター　��６５３３
社会福祉協議会　��３５０５　��５499

　

「
高
齢
者
虐
待
」
と
は
、
一
般
的
に

は
「
高
齢
者
に
対
し
て
、
家
族
を
含
む

本
人
以
外
の
人
か
ら
行
わ
れ
る
人
権
侵

害
に
当
た
る
行
為
」
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
家
族
に
よ
る
虐
待
は
、
「
高
齢
者

虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

　

年
４
月
１
日
施
行
）の
中
で
、
次
の

１８五
つ
が
該
当
す
る
行
為
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　介護保険制度が普及する一方で、高齢者への暴力や介護放棄が
表面化し報道されるケースが増えました。言葉が独り歩きしてい
る部分もありますので、今回はどういうことを虐待というのか、
どうすれば不幸な虐待を防げるのか考えてみたいと思います。

ってどんなことだろう

こ
の
よ
う
な
こ
と
は

高
齢
者
へ
の
虐
待
で
す

① 身身体体的的虐虐待待
　 高齢者の身体に外傷が生じ、
　 または生じるおそれのある
　 暴行を加えること

② 介介護護・・世世話話のの放放棄棄・・放放任任
　 高齢者を衰弱させるよ
　 うな著しい減食、長時
　 間の放置、養護者以外
　 の同居人による
　 ①、②、③に掲
　 げる行為と同様
　 の行為の放置等
　 養護を著し
　 く怠ること

③ 心心理理的的虐虐待待
　 高齢者に対する著し
　 い暴言、拒絶的な対
　 応その他著しい心理
　 的外傷を与える言動
　 を行うこと

④ 性性的的虐虐待待
　 高齢者にわいせつな行為を
　 したり、させたりすること

⑤ 経経済済的的虐虐待待
　 養護者、高齢者に親族が高齢者
　 の財産を不当に処分したり、不
　 当に財産上の利益を得ること

 
侮
辱

 
無
視

 
脅
迫
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で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
な
の
か
事
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
事
例
１
）

　
 
長
年
重
い
認
知
症
の
父
を
介
護
す

る
息
子
は
他
に
兄
弟
、
身
内
な
ど
の
支

え
る
人
が
い
な
い
た
め
介
護
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
、
殴
る
け
る
の
暴
行
を
振
っ
て

い
ま
す
。
徐
々
に
日
常
の
世
話
も
不
十

分
に
な
り
父
は
脱
水
症
状
と
栄
養
失
調

を
引
き
起
こ
し
て
緊
急
入
院
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
事
例
２
）

　

Ｆ
さ
ん（　

歳
）は
認
知
症
が
あ
り

７５

時
々
失
禁
を
し
ま
す
。
介
護
を
す
る
嫁

は
罰
と
し
て
失
禁
し
た
Ｆ
さ
ん
を
着
替

え
さ
せ
ず
し
ば
ら
く
放
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
人
が
聞
こ
え
る
所
で
、
近
所

の
人
な
ど
に
「
う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
お
ね
し
ょ
が
ひ
ど
く
て
、
ほ
ん
と

に
困
る
わ
」な
ど
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
例
１
は
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、

介
護
放
棄
が
見
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
だ
と

生
命
に
関
わ
る
危
険
な
状
態
で
専
門
職

が
介
入
し
危
険
回
避
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
事
例
２
は
心
理
的
・
性
的
虐

待
、
介
護
放
棄
が
疑
わ
れ
ま
す
が
虐
待

か
ど
う
か
の
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で

す
。
長
年
の
介
護
負
担
な
ど
か
ら
生
じ

た
言
動
で
虐
待
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況

と
思
わ
れ
ま
す
。
事
態
が
深
刻
に
な
ら

な
い
う
ち
に
介
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
勧
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

果
と
し
て
介
護
者
、
高
齢
者
と
も
ど
も

孤
立
し
深
刻
な
状
況
に
陥
る
よ
う
で

す
。

　

虐
待
は
あ
る
と
き
突
然
に
起
こ
る
の

で
は
な
く
様
々
な
負
担
・
不
満
が
積
も

り
積
も
っ
た
結
果
現
れ
て
き
ま
す
。
高

齢
者
へ
の
介
護
負
担
、
疲
れ
が
直
接
の

原
因
で
も
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
経

済
的
な
問
題
、
家
族
の
非
協
力
、
地
域

支
援
の
不
足
な
ど
が
背
景
に
な
っ
て
家

庭
、
施
設
内
な
ど
の
密
室
で
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

当
事
者
が
気
が
付
か
な
い
く
ら
い
の

初
期
の
う
ち
に
小
さ
な
サ
イ
ン
、
危
険

信
号
を
見
の
が
さ
ず
、
で
き
る
だ
け
早

く
、
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

高
齢
者
虐
待
に
関
し
て
厚
生
労
働
省

　

介
護
は
高
齢
者
自
身
の
生
活
を
変
え

る
と
同
時
に
家
族
の
生
活
・
人
生
に
も

大
き
な
変
化
や
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

家
族
や
地
域
の
人
々
の
協
力
、
介
護

保
険
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
上

手
に
使
っ
て
負
担
を
溜
め
込
ま
ず
に
お

互
い
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
な
ど
の
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に

か
か
わ
る
相
談
な
ど
は
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
�
6
5
3
3

が
行
っ
た
平
成　
１５

年
の
全
国
規
模
の

調
査
で
は
被
虐
待

者
の
８
割
が
認
知

症
で
、
５
割
の
虐

待
者
に
虐
待
を
し

て
い
る
自
覚
が
な

い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
家
族
だ

け
で
介
護
を
し
よ

う
と
し
た
り
、
介

護
困
難
な
状
況
を

隠
そ
う
と
す
る
こ

と
が
大
き
な
ス
ト

レ
ス
と
な
り
、
結

　  ～虐待が疑われるサイン～

　
●　口数が少ない。
●　表情が暗い・乏しい。
●　よく泣く。ふさぎ込むことが多い。
●　態度・行動が依存的。
●　説明のつかないケガをしている。
●　栄養不良状態・衰弱状態がみられる。
●　髪、ひげ、爪が伸び放題で汚れている。
●　必要な医療を受けていない。

　
●　態度が投げやり。
●　高齢者に対し、無関心・冷淡である。
●　高齢者に面会させない。
●　大変さの訴え、不平不満がある。
●　表情が暗い。
●　介護疲れが著しい様子が伺える。

高齢者虐待

高齢者のサイン

介護者のサイン

見のがさないで

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

高齢者の権利を守るため、
私たちにできること
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題
に
つ
い
て
は
、
大
変
ご
心
配
を
お

掛
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ
れ

て
い
な
い
年
金
記
録
も
、
大
切
に
保

管
し
て
い
ま
す

・
平
成
9
年
の
基
礎
年
金
番
号
の
導

入
以
前
に
は
、
転
職
や
転
居
等
に
よ

り
、
１
人
が
複
数
の
年
金
番
号
を
持

つ
場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
人
1

番
号
の
基
礎
年
金
番
号
を
用
い
て
、

年
金
記
録
の
確
認
を
簡
易
・
迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

・
こ
れ
ま
で
、
年
金
記
録
を
結
び
つ

け
る
た
め
の
照
会
を
全
被
保
険
者
に

行
い
、
ま
た
、
年
金
の
請
求
時
に
も

ご
本
人
に
確
認
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
約
５
千
万
件（
平
成　

年
6
月
）

１８

の
記
録
が
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
未
統
合
の
記
録
は
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
で

は
年
金
支
給
に
結
び
つ
か
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
年
金
記
録
問
題
へ
の
新
対
応
策
を

進
め
ま
す

・
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
皆
様

に
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
順
次
送
付

し
ま
す
。

・
5
千
万
件
の
記
録
を
、
被
保
険

者
、
年
金
受
給
者
の
記
録
と
突
き
合

わ
せ
、
未
統
合
の
記
録
が
あ
る
可
能

売
却
し
ま
す

廃
車
の
町
バ
ス
を
売
却

総
務
課 
車
両
班�
�
6
9
9
4

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校
終
了
前
の

児
童（　

歳
到
達
後
最
初
の
3
月　

１２

３１

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
）を
養
育

し
て
い
る
方
に（
た
だ
し
、児
童
手
当

支
給
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
得
の
状

況
に
よ
っ
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。）

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
庁
用
車
と
し
て
使
用
し

て
き
た
車
輌（
バ
ス
）を
売
却
し
ま

す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
見
積

書
を
総
務
課
車
両
班
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
売
却
す
る
庁
用
車

車
種　

三
菱
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

年
式　

平
成
8
年
式

総
排
気
量　

4
千　

㏄
560

走
行
距
離　

約　

万�
６５

車
検
日　

平
成　

年
9
月　

日

１９

２３

車
輌
の
公
開
と
見
積
書
提
出
日　
　

　

7
月　

日（
木
）　

時
〜　

時
ま
で

１９

１３

１６

見
積
書
提
出
場
所　

総
務
課
車
両
班

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

�
0
1
6
6�
1
6
1
1

国
民
年
金

性
の
あ
る
方
に
は
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

・
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録
が

な
い
場
合
に
は
、
領
収
書
等
の
証
拠

が
な
く
て
も
、
銀
行
通
帳
の
出
金
記

録
、
元
雇
用
主
の
証
言
な
ど
を
根
拠

と
し
て
、
第
三
者
委
員
会
で
判
断
し

て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

・
５
年
の
時
効
を
超
え
た
場
合
で

も
、
全
額
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
に

す
る
特
別
立
法
が
国
会
に
提
出
さ
れ

決
定
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

　
�
0
1
2
0
‐
6
5
7
8
3
0

※
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班�
�
6

　

9
8
5
で
も
、
年
金
に
つ
い
て
の

　

相
談
を
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
車
両

班
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
村
職
員
採
用
資
格
試
験

上
川
支
庁
管
内
町
村
会
事
務
局

�
0
1
6
6�
5
2
3
0

　

平
成　

年
度
上
川
支
庁
管
内
町
村

２０

職
員
採
用
資
格
試
験
が
、
次
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
区
分

　

高
校
卒（
専
門
・
短
大
卒
含
む
）・

　

大
学
卒

職
種

　

一
般
事
務
職
・
専
門
職
・
消
防
職

試
験
日　

９
月　

日（
日
）

１６

試
験
会
場

　

旭
川
大
学
女
子
短
期
大
学
部

受
験
手
続

採
用
試
験

一
般
事
務
職
員

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

　

平
成　

年
度
に
一
般
事
務
職
員
の

２０

採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
は
、
平
成　

年
度
上
川

２０

支
庁
管
内
町
村
職
員
採
用
資
格
試
験

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　

一
般
事
務
職　

１
名

受
験
資
格

①
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
2

６２

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

　

を
有
す
る
方

②
専
門
学
校
及
び
短
大
を
、
平
成　
１８

　

年
、　

年
に
卒
業
又
は
平
成　

年

１９

２０

　

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

　

上
川
支
庁
管
内
町
村
会
事
務
局
、

上
川
管
内
の
全
て
の
町
村
役
場
及
び

各
町
村
に
所
在
す
る
消
防
署
支
署
で

配
布
し
て
い
る
申
込
書
を
、
期
間
ま

で
に
受
験
希
望
町
村
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
９
日（
月
）〜
８
月　

日（
金
）

１０

　

※
郵
送
の
場
合
は
８
月　

日（
金
）

１０

　

の
消
印
有
効

問
合
せ

　

詳
し
く
は
、
上
富
良
野
町
役
場
総

務
課
総
務
班�
�
６
４
０
０
ま
た
は

受
験
希
望
町
村
ま
で
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

③
大
学
を
平
成　

年
、　

年
に
卒
業

１８

１９

　

又
は
平
成　

年
３
月
に
卒
業
見
込

２０

　

み
の
方

申
込
方
法　

上
川
支
庁
管
内
町
村
職

員
採
用
資
格
試
験
申
込
書
を
、
８
月

　

日（
金
）ま
で
に
総
務
課
総
務
班
に

１０提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
被
保
険
者
・

　
　
　

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ
』

　

こ
の
度
の
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
問

手
続
き
を

児
童
手
当

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
６
９
８
5



▼
運
営
と
窓
口

　

運
営
は
、
市
町
村
が
加
盟
す
る
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

担
い
、
被
保
険
者
の
資
格
管
理
、
被

保
険
者
証
等
の
発
行
、
保
険
料
の
決

定
、
医
療
請
求
審
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
や
申

請
・
届
出
の
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
保
険
料

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。（
※
低
所
得
者
に
対
し
て

は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
も
保
険

料
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
※
2
年
間
軽
減
さ
れ
る
経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
。）

▼
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
自
己
負
担

　

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様
、

1
割
負
担
（
※
現
役
並
み
所
得
者
は

3
割
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

▼
保
険
料
率　
　

月
頃
に
決
定
す
る

１１

予
定
で
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
広
報

誌
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
事
務
局

（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西　

丁
目
）

１４

　
�
0
1
1
‐
2
9
0
‐
5
6
0
1

・
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
6
9
8
5

『
ド
〜
ん
と
当
て
に
ゃ
〜
』

　
�
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
3
億
円�

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間　

7
月　

日（
木
）〜
8

１９

　

月
7
日（
火
）ま
で

▼
抽
せ
ん
日　

8
月　

日（
木
）

１６

▼
1
等　

2
億
円

▼
1
等
前
後
賞　

各
5
千
万
円

▼
2
等　

1
億
円

※
こ
の
宝
く
じ
は
通
信
販
売
で
買
う

　

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

支
部
上
富
良
野
部
会
会
員
で
あ
っ

　

て
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
従
事
す
る

　

意
思
の
あ
る
方　

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課

　

農
業
振
興
班
ま
で
、
お
問
合
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

受
験
資
格

　

北
海
道
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以

２０

上
の
方
で
す
。
但
し
、
統
合
失
調
症

者
、
て
ん
か
ん
病
者
、
そ
う
う
つ
病

者
、
自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
で

き
な
い
者
、
麻
薬
等
覚
せ
い
剤
中
毒

者
で
な
い
こ
と
。

試
験
日
時

第
2
回
試
験　

8
月
5
日（
日
）　

第
3
回
試
験　

2
月　

日（
木
）　

１４

※
第
1
回
試
験
は
、
上
川
支
庁
で
は

　

実
施
し
ま
せ
ん
。

試
験
場
所

　

上
川
支
庁
合
同
庁
舎

（
旭
川
市
永
山
6
条　

丁
目
）

１９

問
合
せ
先

　

上
川
支
庁
環
境
生
活
課
自
然
環
境

係�
0
1
6
6�
5
9
2
2

▼
狩
猟
免
許
取
得
費
用
の
助
成

　

町
で
は
、
本
年
度
か
ら
有
害
鳥
獣

駆
除
従
事
者
の
確
保
及
び
強
化
を
図

る
た
め
、
新
た
に
猟
銃
所
持
許
可
及

び
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
に
対

し
、
8
万
円
を
上
限
に
取
得
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者　

上
富
良
野
町
に
住
所

　

を
有
し
、
北
海
道
猟
友
会
富
良
野

　

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
場
合

は
手
続
き
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
5
月
分
ま
で
児

１９

童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は

毎
年
6
月
に
『
現
況
届
』
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
※
こ
の
届
出
の
提
出
が
な
い
と
、

6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。）

　

ま
だ
手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

『
平
成　

年
4
月
か
ら
後
期
高
齢
者

２０

　

医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
』

　
　

歳
以
上
の
方
は
、
現
在
、
国
民

７５
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
医

療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、
老

人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
平
成　

年
4
月
か
ら
は
そ
れ

２０

ら
を
脱
退
し
、
新
し
く
創
設
さ
れ
る

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
に
移
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

・　

歳
以
上
の
方

７５
・
一
定
の
障
が
い
が
あ
る　

歳
以
上

６５

　
　

歳
未
満
の
方

７５

資
格
試
験
の
実
施

狩
猟
免
許
試
験

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

�
�
６
９
８
4
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

市
町
村
振
興
宝
く
じ

総
務
課 
企
画
財
政
班
�
�
6
9
８
０

新
し
い
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
６
９
８
5

�
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
　

旬
の
野
菜 
収
穫
体
験�

　

毎
日
食
べ
て
い
る
野
菜
が
農
家
の

畑
で
ど
の
よ
う
に
育
ち
、
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
を『
生
産
す
る
者
』

と
『
消
費
す
る
者
』
が
交
流
し
、
学

び
な
が
ら
収
穫
体
験
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

8
月
7
日（
火
）

　
　
　

7
時
〜　

時　

分

１４

２０

場
所　

中
富
良
野
町
九
栗
農
場
、
Ｊ

　

Ａ
ふ
ら
の
野
菜
選
果
場
、
山
部
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
※
富
良
野
市
文
化
会
館
前
集
合
、

　

各
会
場
に
は
バ
ス
で
移
動
）

参
加
料　
　

円
300

募
集
人
員　
　

名
４０

内
容　

九
栗
農
場
で
収
穫
体
験
、
野

　

菜
選
果
場
の
視
察
、
農
産
物
を
使

　

っ
て
の
調
理
実
習

知
っ
と
こ 
富
良
野
農
業

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

�
�
６
９
８
4

持
ち
物　

長
靴
、
雨
具
、
軍
手
、
エ

　

プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
み
期
限　

7
月　

日（
火
）ま
で

１７

問
合
せ　

・
上
川
保
健
福
祉
事
務
所
富
良
野
地

　

域
保
健
部�
�
3
1
6
1

・
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
富

　

良
野
支
所�
�
2
1
7
5

� 広報かみふらの ２００７.７

参
加
者
募
集
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inform
ation

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

市
民
同
士
の
絆
を
深
め
る
図
腹
の
み

の
へ
そ
踊
り
。

　
　

日（
日
）は
、
へ
そ
の
ま
ち
に
集

２９
ま
っ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
と
市
民
が

絆
を
深
め
る
交
流
の
踊
り
と
し
て
へ

そ
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

新
相
生
商
店
街
祭
り
会
場

問
合
せ　

北
海
へ
そ
祭
り
実
行
委
員

　

会（
富
良
野
市
商
工
観
光
室
）

　
�
�
2
3
1
2

　

第
4
回
か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四

季
彩
ま
つ
り
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　

7
月　

日（
日
）　

時
開
場

２９

１０

会
場　

日
の
出
公
園

お
知
ら
せ

花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り

花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
運
営
委
員
会

�
�
2
1
9
1

手
続
き
で
、
苦
情
審
査
委
員
が
中
立

的
な
立
場
か
ら
、
道
の
業
務
や
制
度

の
内
容
を
調
査
す
る
な
ど
、
迅
速
に

処
理
し
ま
す
。

　

苦
情
の
申
立
て
方
法
は
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
も
申
立
て
が
で

き
ま
す
。

▼
連
絡
先

　
�
0
6
0
‐
8
5
8
8

　

北
海
道
知
事
政
策
部
知
事
室
道
政

　

相
談
セ
ン
タ
ー
（
札
幌
市
中
央
区

　

北
3
条
西
6
丁
目
）

　
�
0
1
1
‐
2
0
4
‐
5
0
2
2

　
�
0
1
1
‐
2
4
1
‐
8
1
8
1

・　

時　

分
〜
大
橋
美
月
ス
テ
ー
ジ

１７

２０

・　

時　

分
〜
大
泉
逸
郎
ス
テ
ー
ジ
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� 広報かみふらの ２００７.７

健健康康かかみみふふららのの２２１１
地地域域栄栄養養士士会会

食 と 健康

　先月号の宮田さんからめぐって、伊藤さんに
お逢いしました。
　『宮田さんは、フラワーランドの従業員で一所
懸命頑張ってもらっています。実際、今年は３
台目となるトラクターバス（４０～５０人乗り）を
自分達で製作していますが、いろいろ器用に
作ってくれて大助かりです。観光シーズンまで
に完成させ、観光客を大勢バスに乗せて活躍す
るのを期待！この時期は忙しく、休みをとるの
は難しいですが、１１月以降の冬場には、仲間と
のバンドを週１回集まって楽しんでいます。バ
ンドをするキッカケは、高校時代の友達がバン
ドをしていたので、２３歳からベースをはじめま
した。農業フェスティバルにバンド出演をした
り、平成９年の上富良野町開基１００年では、妻と
の２人でステージに立った事もありましたね。』

 伊  
い

 藤   仁
とう

    
きみ

 敏   さん
とし

昭和４０年生まれ
西４線北２７号

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももとととととととととととととととととととととととととととととととととと大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人のののののののののののののののののののののののののののののののののの栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

－問合せ－ 
中央保育所��２０７４

２人に１人、女性の約５人に１人にのぼると推定されて
います。
　その原因としては、脂質の過剰摂取や野菜の摂取不足
など、栄養の偏りがあげられていますが、最近では、米
食を中心とした『日本型食生活』が見直されてきていま
す。
　『日本型食生活』の良さは、蛋白質や脂肪の取り過ぎを
自然に抑え、魚（特に青魚の脂肪）を多く食べることに
よって動脈硬化の予防ができ、蒸す、焼くなどの油抜き
調理法や、昔ながらの保存食品や発酵食品が多様にある
ことから、こういった色々な種類の食品をバランス良く
組み合わせて摂ることが、生活習慣病などの予防にも有
効と思われます。

◇『食』の状況は日々変化していますが、毎日の生
　活を健やかに送るためには、『食』はとても重要
　と位置づけられています。

<子ども>
　子どもの時から良い食習慣を身につけることは、これ
から心身ともに成長していく中でとても大切です。
　子どもは体の大きさの割りにはたくさんの栄養を必要
としているので、エネルギーだけでなく、ビタミンやミ
ネラルの必要量も多く色々な食品をバランスよく栄養補
給しなければなりません。
　また、これから暑い日が続くとどうしてもジュースや
冷たい物が欲しくなるものです。子どもの体は大人より
も多くの水分を必要としています。おやつ以外の水分補
給は、甘味のある果汁、牛乳、イオン飲料は食欲に影響
しますので、できれば味のない飲み物（湯冷ましや番茶、
麦茶など）を作っておくのが好ましいと思われます。
　おやつは４番目の食事と考えて、３回の食事で取りき
れない栄養を補う形で与えましょう。

<大人>
　成人については、国民健康・栄養調査の結果などから、
生活習慣病が増加しており、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）が『強く疑われる』と『予備群と考
えられる』を併せた割合は、４０～７４歳の場合、男性の約

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

　北海道日本ハムファイターズの人気マスコッ
ト『Ｂ・Ｂ』が、道内の市町村を巡る「２１２物語」
（球団の北海道移転当時の市町村数）の撮影と町
民との交流を目的に、上富良野町に７月２５日
やってきます。
　観光名所などを撮影する他、
『Ｂ・Ｂ』と自由にふれあえる
交流会（写真撮影やサイン等）を
開催します。
『Ｂ・Ｂ』と皆んなで記念写真
を撮ってサインをもらおう！
　皆んなが来るのをＢ・Ｂは、
待っています。

～交流会のご案内～

◇日　時　７月 ２５ 日（水）１８時～
◇場　所　保健福祉総合センターかみん
◇持ち物　カメラ、色紙、筆記用具等
◇問合せ　上富良野町役場
　　　　　産業振興課商工観光班��６９８３まで

『『ＢＢ・・ＢＢ』』がが
上上富富良良野野町町にに
ややっっててくくるるぞぞ



　６月２２日（金）消防大会議室で「危険物安全協会・防火管理者協会合同
ＡＥＤ講習会」が開催され、町内外から１７名が参加しました。
　ＡＥＤ（自動体外式

除細動器 ）は、心臓がけいれんし血液を 流
流すポンプ機能を失った状態になったとき、電 気
気ショックで正常なリズ ム
ムに戻すための医療機器 で
で、町内には、社会教育総 合
合センター（２台）、保健福 祉
祉総合センターかみん、白 銀
銀荘、カミホロ荘の４施設 に
に５台設置されています。

ラベンダーハイツへ
◎林　輝明さん（本町５丁目）から母・
しわさんの死去に際し、入所者用にと
普通型車イス１台を

社会福祉協議会へ
◎西村芳夫さん（中町２丁目）から父・
永長さんの死去に際し、１０万円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報かみふらの 2007.７  �

　町職員人事（７月１日付）
　▼新規採用

　　町立病院看護師　木 村  美由樹

　
　※町ホームページで、組織機構図を掲載して
　　いますので、ご覧ください。

　あなたの大切な命を守るため

　　  住宅用火災警報器の設置を！

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
消防本部・北消防署

��２１１９

署防消

『『『『『『『『『『『『『『『『『住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用用用用用火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災警警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報報器器器器器器器器器器器器器器器器器』』』』』』』』』』』』』』』』』ののののののののののののののののの設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置ははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、おおおおおおおおおおおおおおおおお済済済済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみみみみででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？？？？？？？？
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　平成１６年６月に消防法が改正され、住宅火災による被害を低減するため、
全ての住宅に「住宅用火災警報器」の設置が義務づけられました。
　今お住まいの住宅には、平成２３年５月３１日までに設置してください。
�住宅用火災報知器の設置が義務化された背景

�住宅用火災警報器の種類
　煙に反応する「煙式」と熱に反応する「熱式」があります。
　�居室・階段には、原則「煙式」の火災警報器を設置して
　　ください。
　�購入の際は「ＮＳマーク」がついているものをお勧めします。
�悪質な訪問販売
　住宅用火災警報器の設置義務を契機として購入を強引に勧めたり、高額な値　
　段での販売を行う訪問販売業者には注意してください。
�詳しくは、ホームページに掲載していますので、ご覧ください。
　　上富良野町行政ホームページ（http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp）
　　→　上川南部消防北署ホームページ　→　住宅用防災警報器

住宅火災による死者数の増加

約６割の死者が６５歳以上の高齢者死亡原因の約６割が逃げ遅れ

住宅火災の死者は約９割

ＡＥＤ講習会が開催されました
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『父の日』のプレゼント

　自分の顔とお父さんの顔を
とっても上手に描けています
ね。飾りもいろんな色を丁寧
にはってくれました。
　　　　　　　　（一條先生）

 丹野 　葵木
たんの

     ちゃん
ほうこ

（平成１４年生まれ・西４線北３２号）

　父の日制作で作った写真立
てです。ひとつひとつ丁寧に
作り上げ、かわいい作品になり
ました。
　　　　　　　　（佐藤先生）

 池田 　龍生
いけだ

     くん
りお

（平成１３年生まれ・泉町１丁目）

『父の日』のプレゼント

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■「暑いと汗をかくからイヤ」という
けれど、新陳代謝がいいってことで
すよね。　寒がりで、冷え性なので、
ちょっとうらやましい。体質改善に
誰かいい方法知ってますか？　エア
コンの利いた場所が苦手だし、外だ
と紫外線が．．．。夏のお出かけでも、
羽織るものが必需品です。　（床鍋）

■『情報発信している所に自然と情
報が集まる』との事。実際には、広報
記事の情報集めにも四苦八苦。えぇ
～、その行事もう終了しちゃった
の？なんて事も茶飯事。まだまだ情
報発信が足りないようです。皆さん
からの情報提供お待ちしています。
親しみある広報を目指して（林下）

綾夏は、お花をつんだり水遊びをし
たりと元気に外遊びの毎日です。メ
ロンが大好きで、家で栽培している
メロンを楽しみに！早く甘くて美味
しいメロンを食べたいなぁ～�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

お絵描きが大好きな暖佳ちゃん。マ
マが忙しいときは、壱紀くんにミル
クをあげたり、おしゃぶりを渡した
り、お手伝いもちゃんとしていま
す。お気に入りの「猫ひろしポーズ」
可愛く元気に決まっているでしょ !

佐藤     壱紀
さとう

    く
ん ・ 暖佳

いちき
    ちゃん

あたか

（０歳６か月）・（４歳６か月）
秀幸さん･真知子さんの子（宮町１丁目）

� 広報かみふらの ２００７.７

東明ひまわりの会東明ひまわりの会
（日の出公園通り花壇の花植え）（日の出公園通り花壇の花植え）

●人のうごき●
平成19年６月３０日現在

(　)は前月比

(－ １9)12,292人人 口
(－ １3)６,252人男
(－ 6 )６,040人女
(－ 4 )5,358世帯世 帯

弘記さん･尚子さんの子（西２線北２５号）

荻子      綾夏
おぎす

    ちゃん （２歳１１か月） 
あやか
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ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　　��3562

開館時間
9：30～18：0０（月曜日・祝日は休館）

～ 7月の新刊書案内 ～

一 般書一 般 書
　

・中原の虹  第３巻　                              
・夜警　                                                 
・長野殺人事件                                  　  
・相棒に手を出すな                              　
・メタボラ                                           　
・楊令伝１　玄旗の章　                            
・６時間後に君は死ぬ                          　
・グラビアの夜                                    　
・ドリームバスター４　                          
・秘花　                                                 

児童書児 童 書
　

・やだ！                                                        
・だいじょうぶだよ、ゾウさん　                    
・カブト・クワガタみーっけた！                    
・星座大めいろ　                                           
・カエルくんのみずたまり　                           
・ぶーぶーぶー                                           　
・ゲゲゲの鬼太郎妖怪パーフェクトＢＯＯＫ　
・いつまでもずっとずーっとともだち　          
・あれこれたまご　                                        
・おひめさまパンダになる？                       　

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアサササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！学生ボランティアサークルによる読み聞かせ会開催！

家庭教育シリーズ【２４５】

                                 

                                                                                                             
　父性（ダメなことはダメと切り捨てる原理）と母性（抱きしめ、保護する原理）がバランスよく注がれた
とき、子どもの健やかな成長が促されます。
　二つの原理の使い方には、父親が「父性」、母親が「母性」を担うという方法やその逆もありますが、また
一人で二つの原理を担うことも時には必要となることもあります。
　最近「二つの原理」の使い方に偏りがあったり、時には行き過ぎたことがあるなど、不適切な事例が指摘
されることがありますが、概して話題として取り上げられるのが「父性」の未熟化傾向です。子どもを喜ば
せたい、子どもにできるだけのことをしてやりたい、力になってやりたいと思うのは極めて自然な感情です。
　しかし、時につらいことを自分でさせることやダメなことはダメとする厳しさも親の愛情だと思います。
「父性」の役割は、「人間として、してはならないこと、しなければならないこと」などの正邪善悪の区別を
しっかり教えるということです。この役割を果たすためには、父性は尊敬と信頼に裏づけられた権威をもた
ねばならないでしょう。時代を超えた現代でも福島の会津っ子に語り継がれていることとして、「卑怯な振
る舞いをしてはなりませぬ。弱い者をいじめてはなりませぬ・・・」そして「ならぬことはならぬものです」
で締めくくられている子どもたちへの教えがあります。
　この江戸時代から伝わる心構えは、要するに「問答無用」「いけないことはいけない」と言い切っている権
威としての「父性」そのものなのです。

「二つの原理」№２

『ならぬことはならぬものです』
東中小学校長　引　地　俊　夫

　　　

浅田  次郎
赤川  次郎
内田  康夫
逢坂  剛
桐野  夏生
北方  謙三
高野  和明
林  真理子
宮部  みゆき
瀬戸内  寂聴

徳間書店
文渓堂
金の星社
ほるぷ出版
鈴木出版
福音館書店
講談社
金の星社
福音館書店
ポフラ社

　６月９日（土）から図書館「ふれんど」で、旭川大学女子短期学部幼児教育学科の
学生による読み聞かせボランティア活動が始まりました。
　子ども達に喜んでもらえるよう、手作りの絵本、エプロンシアター、手遊び、工作
など、読み聞かせ会の企画や運営を全て学生が行っています。
　今回は、３５名の親子が参加し、学生が工夫を凝らした読
み聞かせや手遊びなどで、楽しい時間を過ごしました。  
    ボランティアの学生からは、「初回ということで緊張し
ましたが、参加してくれた親子に喜んでもらえて良かっ
たです。自分達にとっても良い経験の場となりました。」

　学生ボランティアサークルによる読み聞かせ会は、来年の２月まで数回行われ、次回は
１０月を予定しています。



      

   宇宙に対して、誰もが疑問や
興味・関心を持っているのでは
ないでしょうか？
　コーヒーを飲みながら、気
軽に宇宙の専門的なお話を聞
きませんか。

と　き　８月１２日（日）
　　　　午後３時から
　　　　午後４時３０分まで
ところ　旅の宿ステラ
講   師　北海学園大学教授
　　　　岡  崎  敦  男  氏
対   象　高校生以上の方
参加料　無  料
定　員　３０名
申込方法
   社会教育総合センターで整
理券を配布します。定員にな
り次第、締切りとします。

� まなびの輪 ２００7．7

8月1日～8月1日～　　
9月30日まで　9月30日まで 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

子ども会秋祭り                                       �社 土
9／
 15  子ども会海の自然体験活動         深川市  他8／

2～４

 B＆G海洋センタープール クローズ日日3300  サイクリングキャンプ                            �多 8～9

    世代間交流ゲートボール大会                  �ゲ  金1０

  小樽商科大学マンドリンコンサート        �か 月2０

�社  … 社会教育総合センター
�ゲ  … 上富良野町ゲートボール場
�多  … 清富多世代交流センター
�か  … 保健福祉総合センターかみん

生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

 　いしずえ大学では「若く老いよう」を合言葉に生涯学習に取り組んでいます。
「少しでも地域社会のために役立とう」という学生の総意によって、６月８日に
ボランティア活動を実施しました。
　活動内容は、社会教育総合センター周辺のごみ拾いやラベンダーハイツで介護
に使用するための清拭を手縫いしたほか、寄付によりサルビアやベコニア等花の
苗を購入して鉢植えを行い、社会教育総合センターと郷土館の玄関先を華やかに
飾りました。参加した学生達は、額に汗しな
がら、一生懸命に活動に取り組んでいました。
　花植え班の大学院２年生の岡田麗子さんに
お話を聞きました。
岡田麗子さん（新町２丁目）
「花植え班に参加しました。公共施設の環境
美化ボランティアは大切な活動だと思います。
今後も進んで参加していきたいと思います。」

　水に親しみ、水に慣れることで、
泳ぐ楽しさをゲームを通して感じ
てみませんか。
と　き　　７月２２日（日）
受　付　　午前９時から
開会式　　午前９時３０分
集　合　　Ｂ&Ｇ海洋センタープール
対　象　　町内在住の幼児・保護
　　　　　者及び小学生
参加料　　無料
持ち物　　水着、水泳帽子等を持
　　　　　参ください
申込期日　７月１９日（木）まで

がががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ 上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部がんばれ！ 上富良野高等学校陸上部 

いいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししずずずずずずずずずずずずずずずずええええええええええええええええ大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学ボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアア活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施！！！！！！！！！！！！！！！！いしずえ大学ボランティア活動実施！

水中ゲーム大会参加者募集！

サイエンス・カフェサイエンス・カフェ

   ５月に行われた、旭川地区高体連陸上競技大会「円
盤投げ」と「やり投げ」で、内田美樹さん（３年生）
が見事に全道高体連陸上競技選手権大会出場の権利
を獲得しました。
   現在、上富良野高等学校の陸上部は、２名の部員で
活動しています。今後の活躍が期待できる内田美樹
さん、笠原綾乃さん（３年生）と顧問の木村　司教諭
に普段の陸上部の活動や今後の抱負について、お話を
聞きました。
木村教諭　「上高は、全校生徒数は少ないですが、生
　徒一人ひとりの表情が良く見えることもあり、生徒
　と先生の関係が非常に良いという特色があります。陸上部の２人はいずれも
　最後の年ということもあり、互いに個々の能力を高めながら記録を残せるよう
　厳しい練習に取り組んでいます。私自身も練習時間をできるだけ一緒に過ご
　し、２人の成長を楽しみながら指導を行っていきたいと思っております。」

内田美樹さん（写真上）
「陸上は勝つために、そして青春のために続けて
います。全道大会は自分の中でステップと考え、
あくまで、全国大会で良い成績を残すことを目標
にがんばっています。」
笠原綾乃さん（写真下）
「木村先生はいつも練習につき合って指導してく
れるので、とても信頼しています。３年生最後の
年なので、誰にも負けないくらい練習し、そして
大会に出場する内田さんをサポートしながらがん
ばりたいです。」



大西邑子さん
「岩手県に実在する森の名前
がタイトルになっているこの
お話は、今から１０００年以上も
昔、新しい村づくりをめざし
て入植してきた人達が、畑を
耕しそばやひえを育て、懸命
に生きる中で森とのかかわり

が生まれてくる話です。上富良野も明治時代の開
拓や十勝岳の爆発による開拓の歴史のある町とし
て通ずるものがあり、文化体験を通じて、子ども達
と生活の中から祭りがうまれる原点を一緒に体験
できたらと思っています。」　

まなびの輪 ２００7．7　
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   ６月１０日から１０月６日までの期間、町内小学生２０名を対象に、子ども達が文化に親しんだり、物語に触れること

により表現力や創造力を養うことを目的に子ども文化体験実行委員会を発足し、実行委員長の大西邑子さん（本町

４丁目）が中心となった文化体験教室が始まりました。参加する子ども達が宮沢賢治童話「 狼森 と 笊森 、 盗森 」の
オイノもり ざるもり ぬすともり

中にでてくるシーンに合わせて、実際に様々な文化の体験を行っていく事業で、「おはなしたんけん隊」と名づけ

て、１０回の体験シリーズにより行われます。

   主な体験内容は、佐々木源吉郎さん（富町１丁目）よりお借りした土地で、そば畑を実際に耕して、生育を見な

がら秋に収穫したり、森でいろいろな木々について学ぶ自然体験、アイヌの方からアイヌ文化のお話を伺うという

ものです。１０回の文化体験は、最終的に一つの物語となって、体を使って表現する人体交響劇へとつながっていき

ます。

　実行委員長の大西邑子さんと参加する菅原海月さん（上小６年生）にお話を聞きました。　

『『おはなしたんけん隊おはなしたんけん隊』出発！』出発！

�当事業は、財団法人伝統文化子ども教室の助成を受け実施しています。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももももも文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
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菅原海月さん
「おはなしたんけん隊の活動
で好きなところは、ものがた
りに出てくるシーンを参加す
る友達と一緒にあそび感覚で
読んでいくところです。はじ
めは、難しいと思いましたが、
みんなと話しながらやると場

面のイメージがわかってきて楽しくなります。
　これからの活動で特に楽しみなのが、ものがたり
の中の森の場面を、本当に森の中に行って体験する
ことです。普段なかなか自然の中へ行く機会がな
いので、今からとても楽しみにしています。」


